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lJa-8　　　 くつろぎのための照明に関する研究

一求められる雰囲気と明るさー

○井上容ぞ　 石田享子･   （ 奈良女大・院）

［目的］生活の中での照明の役割は明視性の確保、室内雰囲気の演出、サイン、防犯と多

岐に渡る。活動のためには十分な明るさを得ることが照明計画上重視されるが、くつろぐ

ためには適度な暗さや陰影を利用した雰囲気照明が求められる。本報では在室者が「くつ

ろぎ」に求める雰囲気と明るさを「天井照明十壁照明」の場合について検討する。

［ 方法］被験者は奈良女子大学学生20 名であ り、その内10 名が住環境学専攻である。ま

ず、ｲﾝﾃﾘｱへの興味、くつろぎのための空間に求める雰囲気並びにその際照明に関して重視

する内容を回答させる。次いで4.5畳大の部屋（床の反射率26 ％・壁85 ％、光天井：蛍光

灯3000K 、床面照度201x）に入り、ソファーに腰掛けて室の視環境評価を行い、その後く

つろぎ空間に相応しくなるよう壁面の点光源（半球状乳白色カバー付き白熱球一灯、初期

条件:O cd/ nf）の明るさを調節し、最後に調節後の視環境評価を行う。光源位置は同一壁

面内で11 箇所に変化させ、被験者の座位置は取り付け壁に正対と側対の2種類である。

［ 結果］「くつろぎ」に求める雰囲気の内「暖かみのある、やわらかな、ゆったりした、

のんびりした、落ち着いた」は調光により改善可能であるが、「静かな、さわやかな、清

潔な」のうち特に後２者は調光では殆ど変化しない。壁照明に対しては光の広がりや眩し

くないことが重視され、光源位置や座位置により求める明るさは異なる。各条件での平均

設定値は光源輝度400 ～800cd/m 、床面照度20 ～401xの範囲である。光源位置は上方が好

まれ、上方ではくつろぎ空間としての満足度が高い程明るく設定され、下方では逆に低い

傾向にある。天井照明のみの場合には、約401xと相対的に高い室内照度が求められる。

lJa-9　　　　　　 住 生活における心地よい光 環境に関する研 究

○石田 享子＊　 山 崎古都子*  ＊

(＊奈良 女子 大学 一院  *滋賀大学)

【目的】住 宅の照明による快適さ･雰囲 気を追及する研究の多くは、明るさに焦点おき、

暗さに焦点をおくものは少ない。本研究では、両者に配慮した快適さを求めるため、現在

の照明実態を把握し､ 居住者の照明の意識、関心を明らかにする。
【方法】ﾏﾝｼｮﾝ 居住 者と学生の合 計1 86 名を対象に、照明実態を把握する世帯用と個

人の照 明意 識、関心を問う個 人用の２種類のアンケート調査を実施した。調査時 期は、

1999 年10 ～1 1月。方法は､ 原則として留置自記法とし､一部ﾏﾝｼｮﾝ 居住 者については

郵送法を併用。
【結果】居間での滞在時間は長< 、多様な行為がされていた。その行為には、照度を下げ

る方が好ましい行為も多く含まれていた｡ だが､ 調光を問う項目から、明るくするのは積極
的に行うが、暗くするには消極的な傾向にある。原因には､ ①明るい＝ﾌﾟﾗｽ 、暗い＝ﾏｲﾅ

ｽというｲﾒｰ ｼﾞを形成する言葉の概念、②I､2 箇所の天井光源で適正な作業面照 度を得

ようとする、③作業面の照 度不足を全 般照 明の増 加で補うため、全体の明るさを強める
傾向にある､ ④近視に対する教育などが挙げられる｡天井付け照明が多い原因は､ ①安

全 一安心感から部屋全体を明るくする､ ②狭小空間の処理方法、③家具配置に側壁を利

用などの志向が働いていることが挙げられる。一方、団巣には､ 賑やかさと安らぎの２側面

があるが、意識の中で賑やかさ､積極 的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ を団槃と考えているため、多様な行
為がされても、その行為に合った全般や局部 照明が適切に利用されていないことが明ら

かになった。
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